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な ん た ん 市 議 会 だ よ り

「美山民謡会」の皆さん「美山民謡会」の皆さん
後列左から、南條康廣さん、南條敏子さん、桂ひさ子さん後列左から、南條康廣さん、南條敏子さん、桂ひさ子さん
出野みゆきさん、岸田義則さん、片山恵子さん、桂隆雄さん出野みゆきさん、岸田義則さん、片山恵子さん、桂隆雄さん
中西文雄さん、上澤秀春さん、加藤久雄さん、羽口喜久さん中西文雄さん、上澤秀春さん、加藤久雄さん、羽口喜久さん

■■『頑張る人たち』訪問『頑張る人たち』訪問
　 美山民謡会　 美山民謡会
■■ 9月議会ではこんなことが決まりました9月議会ではこんなことが決まりました
■■ 常任委員会ではこんな議論になりました常任委員会ではこんな議論になりました
■■ 決算特別委員会で令和5年度の決算審査決算特別委員会で令和5年度の決算審査
　 を行いました　 を行いました
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（
取
材
者
／
河
野
・
小
中
）

美山民謡会

代　表　南
なんじょう

條　敏
と し こ

子さん

　　　　加
か と う

藤　久
ひ さ お

雄さん

　　　　南
なんじょう

條　康
やすひろ

廣さん

　　　　桂
かつら

　　隆
た か お

雄さん

　　　　羽
は ぐ ち

口　喜
よしひさ

久さん

　　　　岸
き し だ

田　義
よしのり

則さん

　　　　上
うえさわ

澤　秀
ひではる

春さん

　　　　中
なかにし

西　文
ぶんゆう

雄さん

　　　　桂
かつら

　ひさ子
こ

さん

　　　　片
かたやま

山　恵
け い こ

子さん

　　　　出
い で の

野みゆきさん

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
地
域
の
活
力

が
低
下
す
る
中
に
お
い
て
、
特
に
地
域
福
祉
と
医
療

を
充
実
し
、
す
べ
て
の
人
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
へ
の
対
応
、
地
域

の
活
性
化
等
の
課
題
が
山
積
し
、
ま
た
市
財
政
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
当
地
域
に
お

け
る
文
化
活
動
の
発
信
拠
点
で
あ
る
美
山
文
化
ホ
ー

ル
は
老
朽
化
に
伴
い
、
空
調
設
備
な
ど
が
故
障
し
、

修
繕
が
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
活
動
時
の

使
用
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。
今
日
ま
で
継
続
し

て
き
た
文
化
活
動
を
衰
退
さ
せ
な
い
た
め
に
も
地
域

事
情
に
あ
っ
た
代
替
施
設
の
設
置
を
望
み
ま
す
。

地
域
の
サ
ロ
ン
や
敬
老
会
、
施
設
訪
問
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
催
し
に
積
極
的
に
参
加
し
、
三
味

線
・
尺
八
・
太
鼓
・
鉦か
ね

・
鈴
な
ど
の
生
伴
奏
に
よ
り

日
本
各
地
の
民
謡
を
演
奏
し
、
一
緒
に
唄
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
て
皆
さ
ま
と
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
有

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
北
欧
の
ヨ
ア
ー
ル
・
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の
演
奏
会
に
お
い
て
民
謡
演

奏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
音
楽
に
よ
る

人
の
和
（
輪
）
、
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

聞
い
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
い

つ
ま
で
も
心
に
残
る
民
謡
が
歌
え
る
よ
う
練
習
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
腹
の
底
か
ら
の
発
声
は
健
康
増
進
の
源
で
も
あ

り
、
「
楽
し
く
・
元
気
よ
く
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
に
行

動
範
囲
も
広
げ
つ
つ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

生
ま
れ
唄
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
素
朴
な

曲
調
の
歌
謡
が
歌
い
た
く
て
歌
好
き
仲
間
が
集
ま

り
、
現
在
11
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

旧
美
山
町
時
代
に
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
民

謡
講
座
を
開
講
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
平

成
20
年
４
月
に
「
美
山
民
謡
会
」
と
し
て
再
発
足
以

来
、
16
年
経
過
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
民
謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
日
本
各
地
の
庶
民
の
日
常
生
活
の
中
か
ら

人
の
和
（
輪
）
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
聴
衆
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い

お
腹
の
底
か
ら
の
発
声
は
健
康
増
進
の
源
、「
楽
し
く
・
元
気
よ
く
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
に

平成20年4月に「美山民謡会」として
発足以来16年、三味線・尺八・太鼓・
鉦
かね

・鈴などの生伴奏で日本各地の民謡
を演奏。一緒に唄ったり踊ったり、皆さ
まとの楽しいひと時を共有される「美山
民謡会」さんをお訪ねしました。

楽
し
い
国
際
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
２

回
定
例
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
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一般会計

237億3949万円
支　出
一般会計

民生費
72億3497万円

総務費
48億2009万円公債費

31億8645万円

土木費
25億2288万円

衛生費
21億4068万円

教育費
19億3407万円

農林水産業費
13億4012万円

消防費
10億5741万円

商工費
2億8231万円

議会費
2億188万円

247億3949万円
支　出

令　和
５年度
決　算

全会計の決算を認定
一般会計 支出総額247億3949万円　黒字決算

一般会計

259億6610万円
収　入 地方交付税

98億9274万円

市税
42億2385万円国庫支出金

30億9481万円

府支出金
16億2449万円

国等交付金
13億908万円

市債
24億2080万円

その他
（寄附金、使用料および手数料ほか）
10億4530万円

繰入金
13億788万円

繰越金
10億4712万円

市民税、固定資産
税、軽自動車税など

自治体の人口や財政力
などに応じて国から交
付される財源

事業実施のため
の府補助金等

事業実施のため
の国補助金等

事業実施の
ための借入金

子ども家庭サポートセンター「Ruri」

改修された殿田中学校

改修された市営小桜団地

子育てを応援する「はぐくみファイル」

新しくなった神吉区自治振興会館

9月定例会は、8月27日に開会し、44日間の会期を終えて10月９日に
閉会しました。

今定例会には、条例関係6件、補正予算5件、決算関係8件など全部で
27件の議案が提出され、常任委員会や決算特別委員会に付託して審査し
たのち、本会議で採決を行いました。結果、議員提案の議案を除き、原案
どおり可決・認定等しました。ここでは、決算の概要をお知らせします。

一般会計および各特別会計の決算総額は、歳入（収入）346億
2889万3367円、歳出（支出）331億8189万4959円で、収入から
支出を差引いた形式収支額は、14億4699万8408円。このうち、翌
年度に繰り越すべき財源1億1246万7000円を差し引いた実質収支額
は、13億3453万1408円の黒字決算です。

高齢者福祉事業、子ども家庭セン
ター「Ruri」の運営など

スクールバスの運行や美山中学
校・殿田中学校の改修、八木せきれ
い西放課後児童クラブの建設など

道路橋梁維持や八木駅西土地区画整
理、市営住宅小桜団地屋根改修工事な
ど

健幸ポイント事業、出産子育
て応援交付金事業など

新庁舎の建設、神吉区自治振興会館
の建設など

こんな事業に
使われました

会　　計 収入　A 支出　B 差引　A-B＝C 翌年度繰越額　D 実質収支　C-D　
一般会計 259億6610万円 247億3949万円 12億2660万円 1億1246万円 11億1413万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 
( 事 業 勘 定 ）

34億7909万円 34億3068万円 4840万円 0 4840万円

国 民 健 康 保 険 
(直営診療施設勘定）

1億6442万円 1億6442万円 0 0 0

介 護 保 険 44億3372万円 42億7312万円 1億6060万円 0 1億6060万円
土 地 取 得 6万円 6万円 0 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 ５億8547万円 ５億7409万円 1137万円 0 1137万円

合　　　計 346億2889万円 331億8189万円 14億4699万円 1億1246万円 13億3453万円

区　　分 収入　A 支出　B 差引　A-B＝C 翌年度繰越額　
D

損益計算による
当年度純利益（税抜き）

公
営
企
業
会
計

水　道
収益的収支 9億9443万円 9億9704万円 △260万円 △1103万円

資本的収支 ３億5294万円 7億634円 △3億5339万円

下水道
収益的収支 25億4087万円 23億5329万円 1億8787万円 1億8442万円

資本的収支 9億5031万円 18億8713万円 △9億3682万円

■会計別決算額の状況

（消費税込み）
※１万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがあります。
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一般会計、特別会計、企業会計の決算を審査するために設置
される特別委員会のことです。

決算特別委員会では、３つの常任委員会と同じ構成で分科会
を設け、詳しく審査します。ここでは、その概要をお知らせし
ます。

決
算
特
別
委
員
長
報
告

総
務 

分
科
会

経
常
収
支
比
率
上
昇
へ
の
対
策
は

人
件
費
の
ア
ッ
プ
、
公
債
費

の
増
加
等
、
今
後
も
経
常
収
支

比
率
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
抑
制
す
る
た
め
の
対
策
や

工
夫
は
。

人
件
費
、
公
債
費
は
確
か
に

大
き
く
影
響
を
受
け
る
が
、
も

う
一
つ
の
要
素
で
あ
る
物
件
費

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
を
減

ら
す
こ
と
で
抑
え
、
そ
の
こ
と

で
、
管
理
に
係
る
人
件
費
も
減

ら
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
方
交
付
税
の
状
況
は

地
方
交
付
税
の
今
年
度
決
算

額
が
４
年
度
と
比
較
し
て
、

１
億
３
２
１
０
万
６
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
要

因
は
。

公
債
費
の
算
入
額
が
減
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
一
番
の
要

因
。
今
後
の
公
債
費
は
、
合
併

特
例
債
の
借
入
も
あ
る
が
、
全

体
的
に
は
減
少
し
、
そ
の
分
交

付
税
は
減
っ
て
い
く
。
ま
た
、

来
年
度
の
国
勢
調
査
で
人
口
が

減
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
減
っ
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
民
間
移
管
の

影
響
は

Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん
へ
の
民
間

移
管
に
伴
う
、
５
年
度
の
支
払

額
と
効
果
は
。

自
主
番
組
の
放
送
委
託
料
と

し
て
１
３
２
０
万
円
、
ア
ン
テ

ナ
の
撤
去
費
含
め
て
合
計
２
４

９
６
万
１
０
４
０
円
を
支
出
し

て
い
る
。
民
営
化
に
よ
っ
て
経

費
の
削
減
と
な
り
、
大
き
な
効

果
が
あ
っ
た
。

KCNなんたん

介
護
人
材
確
保
・
定
着
支
援
事
業

人
材
確
保
の
た
め
に
家
賃
、
奨

学
金
返
済
額
の
一
部
を
助
成
す
る

と
計
画
さ
れ
て
い
た
。
目
的
が
達

成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
原
因

は
。介

護
人
材
が
不
足
す
る
中
、
４

年
７
月
に
制
度
を
設
け
た
が
、
希

望
者
が
な
か
っ
た
。
補
助
金
要
綱

は
、
正
職
員
が
対
象
で
あ
る
。
要

綱
に
合
わ
ず
、
申
請
が
な
か
っ

た
。
要
綱
を
再
検
討
す
る
。

給
食
食
材
の
地
産
地
消
の
状
況
は

地
産
地
消
率
の
算
出
方
法
は
。

府
の
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
い

て
、
府
内
産
と
市
内
産
を
金
額

ベ
ー
ス
で
算
出
し
て
い
る
。
目
標

値
は
30
％
。
５
年
度
は
４
調
理

場
の
平
均
で
、
府
内
産
が
26
・

１
％
、
市
内
産
に
限
定
す
る
と

22
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

動
物
愛
護
事
業

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
に
つ
い

て
、
一
匹
当
た
り
の
補
助
額
と
申

請
件
数
の
推
移
は
。

一
匹
当
た
り
６
千
円
で
92
件
で

あ
っ
た
。
６
年
度
は
す
で
に
１
０

０
件
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

部
活
動
地
域
移
行
整
備
事
業

少
子
化
を
見
据
え
、
合
同
チ
ー

ム
で
活
動
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
そ

の
実
績
は
。

複
数
校
で
合
同
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
に
お

い
て
合
同
練
習
を
３
回
実
施
し

た
。

文
教
厚
生 

分
科
会

市内産の食材を活用している給食調理場

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

交
付
金
支
払
い
対
象
の
４
組
織

は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
済

み
か
。

国
の
要
綱
で
は
、
有
機
農
業
は

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
の
取
得
を
求
め

て
い
な
い
。
栽
培
計
画
や
記
録
を

提
出
い
た
だ
き
、
審
査
の
う
え
交

付
し
て
い
る
。

南
丹
ブ
ラ
ン
ド
推
進
助
成
事
業

２
団
体
へ
の
補
助
は
、
ブ
ラ
ン

ド
産
品
の
普
及
・
定
着
と
ど
う
関

連
す
る
か
。

園
部
の
若じ
ゃ
く
ち
ゅ
う
み
こ
し
か
い

中
神
輿
会
は
、
み
こ

し
の
担
ぎ
手
の
法は
っ
ぴ被

を
作
ら
れ

た
。
園
部
地
域
の
み
こ
し
は
、
小

出
氏
や
園
部
城
と
関
り
が
深
く
、

国
内
外
に
広
め
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
食
育

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
行
委
員

会
は
、
子
供
た
ち
が
考
案
し
た
も

の
を
プ
ロ
の
手
で
商
品
化
し
、
広

め
る
意
味
で
ブ
ラ
ン
ド
と
理
解
し

て
い
る
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
経
営
戦
略
に
か

か
る
委
託
料

委
託
料
に
か
か
る
金
額
の
妥
当

性
は
。

次
回
の
更
新
は
、
職
員
自
ら
で

き
る
よ
う
な
ベ
ー
ス
を
作
る
目
的

も
あ
り
経
費
が
か
か
っ
た
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
経
営
戦
略
は
同

様
の
検
証
内
容
も
あ
る
の
で
、
次

回
の
見
直
し
で
は
統
合
で
き
な
い

か
検
証
し
、
経
費
削
減
を
は
か

る
。

産
業
建
設 

分
科
会

６年３月に策定された「南丹市水道事業ビジョン」

９
月
19
日
に
本
委
員
会
全
体

会
を
開
催
し
、
会
計
管
理
者
か

ら
決
算
概
要
の
説
明
を
受
け
た

後
、
９
月
20
日
か
ら
、
総
務
・

文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
各
分

科
会
で
審
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
担
当
部
か
ら
事
業
の
実

施
概
要
や
決
算
額
、
事
業
効

果
、
財
源
の
確
保
や
予
算
と
の

整
合
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
、
経
常
収
支
比

率
の
上
昇
し
た
要
因
や
今
後
の

見
通
し
、
健
康
づ
く
り
推
進
事

業
の
効
果
、
介
護
人
材
確
保
・

定
着
支
援
事
業
の
対
象
者
が
な

か
っ
た
要
因
、
南
丹
ブ
ラ
ン
ド

推
進
事
業
の
概
要
、
野
生
鳥
獣

被
害
総
合
対
策
事
業
の
効
果
、

経
営
の
厳
し
い
水
道
事
業
に
お

け
る
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
経

営
戦
略
」
の
見
直
し
の
取
り
組

み
方
な
ど
で
し
た
。

10
月
７
日
の
全
体
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
南
丹
応
援
基
金
積
み

立
て
を
見
直
し
、
く
ら
し
の
予

算
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
が
当

初
予
算
に
比
べ
６
５
０
０
万
円

減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

な
ど
の
総
括
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。各

分
科
長
の
審
査
報
告
の

後
、
討
論
は
な
く
表
決
に
入

り
、
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
５
会
計

は
賛
成
全
員
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。本

委
員
会
の
審
査
過
程
で
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘
や
意

見
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
対
応

さ
れ
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
、
十
分
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
強
く
望
む
も
の
で
す
。
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委
員
長　

吉
田　
尋
子

決算特別委員会では、こんな議論になりました

決算特別
委 員 会
とは？



Pick Up!

1

65歳以上の高齢者と、60歳から64歳の制度に該当する障害を有
する希望者を対象に実施します。前回までの集団接種と異なり個別
接種となります。自己負担は、3,000円です。

高齢者を対象とした新型コロナ予防接種
Pick Up!

4

Pick Up!

2

令和7年1月、住民票の写し・印鑑登録証明書の発行ができる多
機能端末機を市役所本庁に設置します。コンビニに設置されている
端末での発行も含め、手数料が300円から150円に改正されます。

南丹市手数料徴収条例の一部改正

2
※
050年ゼロカーボンシティを実現するため、環境省の地域脱炭

素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）を活用し、太陽
光発電設備、蓄電設備等の設置に対し補助を行います。

地域脱炭素重点対策加速化事業補助金

ワクチンの個別接種

多機能端末機が設置される本庁窓口

ゼロカーボンシティを目指して

活用が期待される美山虹の湖交流センター

南丹市大野地域活性化センター（旧大野小学校）の指定管理期間
が本年度末で終了することを受け、地元大野振興会が市への返還を
決定されました。新たに「南丹市美山虹の湖交流センター」に名称
が変わります。

美山虹の湖交流センター条例の制定
Pick Up!

5

オンラインで利便性の向上を

行政手続き等に係る利便性の向上や、行政運営の効率化を図るた
め、これまで書面等により行われてきた申請等について、オンライ
ンでの申請が可能となるよう環境を整えていきます。

情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定
Pick Up!

6

消防団員の確保が困難なことと併せ、今後、団員の増加が見
込めないことなどから、消防団員の定数が「1550人以内」から
「1300人以内」に変更されます。

消防団員の定数変更
Pick Up!

7

消防団の一斉放水

Pick Up!

3

平成15年に建築された当該施設は、経年劣化により、雨漏りや
各種設備の不具合が発生しているため、屋根・外壁改修、冷暖房設
備改修、照明のLED化、駐車場整備などの大規模改修工事を行いま
す。

日吉生涯学習センター大規模改修

改修予定の日吉生涯学習センター

※2050年ゼロカーボンシティとは
　2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを目指す自治体のこと。
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9月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・ 27件

会期　8 月 27 日〜 10 月 9 日

今号では、この中から次の
7つをピックアップします。



総
務 

常
任
委
員
会

電
子
申
請
等
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

活
用さ

ま
ざ
ま
な
申
請
が
あ
る
が
、

全
般
的
に
申
請
書
類
を
電
子
申
請

に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

条
例
に
よ
り
書
面
で
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
住
民
票
や
税
の

証
明
な
ど
に
こ
の
電
子
申
請
を
取

り
入
れ
、
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
分

野
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

南
丹
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

町
村
計
画
の
変
更

今
回
誘
致
す
る
（
仮
）「
第
二
南

丹
の
ぞ
み
園
」
の
建
設
に
関
わ
る

補
助
金
や
過
疎
債
等
を
活
用
し
て

い
く
た
め
の
計
画
変
更
か
。

今
後
の
民
間
誘
致
と
開
設
支

援
、
公
立
施
設
の
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
を
含
め
た
計
画
変
更
に

な
っ
て
い
る
。

財
政
健
全
化
を
目
指
す
な
か
で
の

脱
炭
素
事
業

脱
炭
素
の
事
業
は
、
５
年
間
で

一
般
財
源
を
４
・
５
億
円
投
入
す

る
大
型
の
事
業
だ
が
、
財
政
健
全

化
に
取
り
組
む
時
期
に
実
施
す
る

影
響
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

非
常
に
大
き
な
額
と
認
識
し
て

い
る
が
、
本
事
業
は
必
要
な
事
業

だ
と
捉
え
て
い
る
。

幼保連携型認定こども園　南丹のぞみ園

担
い
手
養
成
実
践
農
場
整
備
支
援

事
業
補
助
金

補
助
事
業
の
詳
細
は
。

１
名
の
実
践
農
場
対
象
者
に
、

ト
ラ
ク
タ
ー
と
管
理
機
の
補
助
を

実
施
し
た
。

森
林
環
境
基
金
積
立
金

増
額
補
正
の
詳
細
は
。

積
立
金
６
０
４
７
万
８
千
円
の

内
訳
は
、
５
年
度
の
未
執
行
分
が

３
８
６
７
万
１
２
６
０
円
、
６
年

度
の
事
業
執
行
の
残
額
が
２
１
７

８
万
７
４
０
円
、
基
金
の
運
用
利

子
が
２
万
６
千
円
の
合
計
額
で
あ

る
。
５
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
執

行
で
き
な
か
っ
た
分
を
そ
の
ま
ま

全
額
積
み
立
て
た
。
６
年
度
に
つ

い
て
も
、
増
額
分
を
そ
の
ま
ま
積

立
金
と
す
る
が
、
各
森
林
組
合
に

選
定
箇
所
の
候
補
を
意
向
調
査
し

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
、
森
林
環

境
譲
与
税
は
満
額
配
当
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
積
み
立

て
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

事
業
者
の
変
更
に
よ
る
保
守
点
検

管
理
委
託
料
の
増
額

か
や
ぶ
き
の
里
公
衆
ト
イ
レ
の

管
理
を
委
託
し
て
い
た
事
業
者

が
、
受
託
を
断
念
さ
れ
た
大
き
な

理
由
は
。

人
員
不
足
の
た
め
に
事
業
の
規

模
を
縮
小
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
の
際
は
、
新
た
な
事
業

者
が
即
時
に
対
応
し
て
い
る
。

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

管理業者が変更された、かやぶきの里公衆トイレ

容
は
、
本
庁
舎
へ
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
や
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ

よ
し
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
導
入
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

木質バイオマスボイラー導入予定のスプリングスひよし

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
定
期
接
種

定
期
接
種
は
、
ど
う
い
う
形
態

で
行
わ
れ
る
の
か
。

前
回
ま
で
の
集
団
接
種
と
異
な

り
、
重
症
化
予
防
な
ど
を
目
的
に

実
施
す
る
。
委
託
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
な
り
、
船
井
医
師
会

と
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
と
、

府
の
広
域
予
防
接
種
実
施
機
関
で

実
施
す
る
。

地
域
脱
炭
素
重
点
対
策
加
速
化
事

業
補
助
金

財
政
健
全
化
の
中
で
、
事
業
に

取
り
組
む
背
景
や
狙
い
は
。

環
境
省
の
重
点
対
策
加
速
化
事

業
に
採
択
さ
れ
、
６
年
度
か
ら
10

年
度
ま
で
の
５
ヶ
年
で
取
り
組
む

も
の
で
、
国
が
８
億
円
、
市
が

４
・
５
億
円
を
負
担
す
る
大
型
事

業
で
あ
る
。
近
年
は
、
地
球
温
暖

化
で
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
気
候

変
動
と
な
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
だ

け
で
な
く
、
防
災
も
兼
ね
た
地
域

循
環
を
考
え
て
い
る
。
事
業
の
内

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

特別委員会とは？
市政の特定の事件について、必要に応じて議会の議決で設置される委員会
で、その事件の審査や調査が終われば消滅するものです。

今回設置した特別委員会の詳細は、P27をご覧ください。
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新たに
議会活性化対策特別委員会を
設置しました。

〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました



討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

樋口　浩之 議員賛　成

賛　成

新誠会

両議案が推進するDXは広大な面積を持つ本市の課題である地理的な問題を克服することを可能に
し、本市喫緊の課題である財政健全化にとっても不可欠である。責任を持って本市を未来へと受け渡し
ていくためにも今議会で本市のDXを足踏みさせるようなことがあってはならない。以上の理由から議
案79号及び80号に対し賛成する。

環境計画推進事業の地域脱炭素重点対策加速化事業の周知と啓発、環境審議会との連携、対応する部
署の人手不足、ソーラーパネル廃棄処分に要する手続きや補助金の手当てまで目配りをするなど、遠い
将来を見越し説得力を持った施策内容にしていくことを求める。

■ 南丹市手数料徴収条例の一部改正
■ 南丹市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

塩貝　孝之 議員

小林　　毅 議員

河野　啓介 議員

若井　睦巳 議員

山下　秋則 議員

反　対

反　対

反　対

賛　成

新風会

日本共産党議員団

日本共産党議員団

活緑クラブ

つなぐ

今回の提案は、多機能端末機を本庁のみに設置し、端末による各種証明書の発行手数料の値下げ
をしようとするもの。DX化の推進により行政の弱点を補完するならば、まずは各支所設置を進め
るべきであり、また、手数料値下げも容認できない。人口減少や過疎化によるサービス低下を懸念
するならば、支所におけるDX化の推進を最優先すべきである。

①市民生活に大ナタを振るう財政健全化プランには賛成できない。②本市の職員体制は、正規職
員358人・非正規職員395人。正職員は業務多忙に追われ会計年度任用職員が低賃金と不安定雇用
の中で市政を支えている。是正が必要だ。③新庁舎備品の大阪のメーカー発注、八木バイオセン
ターへの2億3千万円の巨費投入を問題点として指摘する。 マイナンバーカードの利用促進のために多機能端末機を使った証明書発行の手数料を半額にする

というものであるが、この方法で証明書を発行すると手数料収入は大幅な減額となる。利用できる
地域が限定的であり、地域住民感情を考慮すると賛成できない。

5年度一般会計歳入歳出決算は、以下の３点において評価できる。
1点目は、将来の南丹市を担う子どもたちのために多くの施策が実施されていること。2点目

は、子どもだけでなく、高齢者や障がいのある方を含む全ての市民が安心・安全に暮らせるまちづ
くりを進めていること。3点目は、将来を見据えた種まきをしていること。

多機能端末機を本庁舎に設置し、住民票等の交付手数料300円をコンビニでの交付も併せ半額に
しようとするものであるが、発行経費を大幅に下回るうえ、府内市町の約8割が引き下げていない
中、150円は大幅で、財政健全化プランとも整合せず、厳しい財政状況では再検討が必要。また、
コンビニの少ない日吉・美山地域の利便性向上も併せて検討すべき。

■ 南丹市手数料徴収条例の一部改正について

■ ５年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定

反　対

反　対

河野　啓介 議員日本共産党議員団

河野　啓介 議員日本共産党議員団

診療所における外来診療減収の要因として人口減少があげられた。外来収入を過去と比較すると、減
少幅の増加は加速している。後期高齢者以外の国保や社会保険の加入者でも減少額が多くなっており、
人口の減少だけでは説明できない。住民から遠ざかっている診療所の体制と運営に、根本的な見直しが
必要である。

■ ６年度南丹市一般会計補正予算（第２号）

■ ５年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定
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小林　　毅 議員反　対 日本共産党議員団

①特別委員会は特定の問題について集中的な審議をするために設置されるもの。何でも決められるよ
うな目的の付与は、法や条例の趣旨に適合するのかどうか疑念がある。

②議員定数に関する調査が付議されているが、来年6月議会までには結論を得ることが求められる。
時間的にも無理があり強行すれば拙速で誤った結論を導く危険性がある。

■ 特別委員会の設置

河野　啓介 議員

山下　秋則 議員

反　対

反　対

日本共産党議員団

新誠会

つなぐ

財政に与える影響は極めて乏しく、「財政健全化プラン」の考え方に基づいた市民に新たな負担
を求めることを是認し、市民住民にマイナスのメッセージを発することになる。

パフォーマンス的な安易な考えの議案である。本市の財政状況が厳しいことは承知しているが、
この削減が財政健全化に資するとは思えない。今期だけの削減としているが次期に対してバイアス
が掛かり、逆に若い世代の立候補を妨げることになる。提案者は当初予算で財政健全化に消極的
だった印象があり、それを払拭するための議案と感じる。

議長・副議長・議員の月額報酬を任期満了までの15カ月間、5％削減しようとするものであり、
市の財政健全化プランによる市民負担増を考慮し、議員自ら報酬削減を行い、市民の代表としての
責任を果たすとともに、今後一層、市民の負担増加が見込まれることについて、執行部に対ししっ
かりと議論していくことが重要と考える。

■ 南丹市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定

賛　成
会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党

議　員　団 公明党 新風会
谷
尻
　
宣
雄

小
中
　
　
昭

吉
田
　
尋
子

山
下
　
秋
則

谷
尻
　
昌
史

前
田
　
義
明

仲
村
　
　
学

村
　
好
高

堤
　
　
博
明

樋
口
　
浩
之

八
木
　
信
樹

若
井
　
睦
巳

村
山
　
好
明

下
間
　
康
広

小
林
　
　
毅

河
野
　
啓
介

平
田
　
聖
治

木
戸
　
德
吉

塩
貝
　
孝
之

木
村
　
　
裕

南丹市手数料徴収条例の一部改正 可決 ◯ ◯ × × 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ×

5年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

5年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

特別委員会の設置 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

南丹市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定 否決 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × 退
席 × × 退

席 × × ◯ ◯ × ◯

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案

賛成全員で可決した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

区分 件　　　　名 結果

議案

可決

認定

同意

意見書 可決

南丹市美山虹の湖交流センター条例の制定

南丹市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

南丹市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

6年度（債務負担）南丹市日吉生涯学習センター改修工事請負契約

南丹市過疎地域持続的発展市町村計画の変更

6年度南丹市一般会計補正予算（第2号）

6年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

6年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

6年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）

5年度南丹市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

南丹市国民健康保険条例の一部改正

6年度南丹市一般会計補正予算（第3号）

5年度南丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

5年度南丹市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認定

5年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

5年度南丹市水道事業会計決算認定

5年度南丹市下水道事業会計決算認定

南丹市自治功労者の表彰につき同意を求めること（３件）

有害鳥獣被害対策の法令整備を求める意見書（案）

有害鳥獣被害対策の強化を求める意見書（案）

　村　好高 議員
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傍聴席が変わりました
本会議場の傍聴席に、車いす利用者やその介助者、補助犬の

ための専用席を設けました。どなたでも傍聴しやすい環境づく
りを進めています。ぜひ一度、傍聴へお越しください。

市議会の 豆ちしき

一般質問
一般質問とは？ 

皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市長等に対して質問を行います。
（P16～24の記事は各議員から提出された
原稿を質問順に掲載しています。）

市議会ホームページの「議会映
像配信」にアクセスするか、スマー
トフォンやタブレットでQRコード
を読み取ってご覧ください。

動画視聴できます！

3日間16人の
塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

人口流入につながる総合的な施策が必要
より効果的な子育て支援を展開すべきでは

出
産
・
子
育
て
応
援
ギ

フ
ト
の
現
状
と
効
果
は
。

妊
娠
・
出
産
期
に
５
万

円
分
の
商
品
券
を
給
付
す

る
経
済
的
支
援
と
と
も

に
、
面
談
に
よ
る
相
談
等

で
不
安
に
寄
り
添
う
支
援

が
で
き
て
い
る
。

　
歳
ま
で
の
医
療
費
助

成
制
度
の
現
状
は
。

以
前
は
本
市
の
制
度
は

先
進
的
で
あ
っ
た
が
、
他

自
治
体
が
無
償
化
を
進
め

て
お
り
、
特
色
が
薄
れ
て

い
る
。
制
度
を
再
構
築
す

る
時
期
が
近
づ
い
て
い

る
。第

１
子
５
万
円
、
第
２

子
10
万
円
、
第
３
子
以
降

に
20
万
円
支
給
す
る
子
育

て
祝
い
金
の
効
果
は
。

５
年
度
の
支
給
実
績

は
、
第
１
子
が
48
人
、
第

２
子
が
53
人
、
第
３
子
以

降
が
38
人
。
出
生
数
は
、

平
成
30
年
度
の
２
０
７
人

か
ら
５
年
度
の
１
３
７
人

ま
で
年
々
減
少
。
人
口
減

少
や
少
子
化
の
改
善
に
明

ら
か
な
効
果
が
あ
っ
た
と

は
言
え
な
い
。

一
時
的
で
な
く
、継
続
的

な
支
援
の
充
実
が
必
要
。

今
後
の
支
援
の
方
針
は
。

既
存
施
策
の
効
果
の
評

価
や
財
源
確
保
を
考
慮

し
、
子
ど
も
の
医
療
費
負

担
や
学
校
給
食
費
の
軽

減
、
無
償
化
な
ど
新
た
な

事
業
を
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
。
人
口
流
入
対
策
の

観
点
か
ら
総
合
的
な
施
策

を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

る
。

・日吉生涯学習センター「遊
　youひよし」について

・特別支援教育について

A
Q

その他の質問 その他の質問

出産・子育てに寄り添う「はぐくみファイル」

関係者の協力を得ながら取り組んでいきたい
本市の特産品を内外へＰＲできるイベントを

本
市
の
鮎
を
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
魅
力
が
増

大
す
る
の
で
は
な
い
か
。

美
山
川
、
大
堰
川
と
も

に
大
変
質
が
高
く
、
鮎
は

本
市
の
特
産
品
で
あ
る
。

５
月
に
東
京
都
庁
で
あ
っ

た
鮎
の
催
し
に
行
っ
て
き

た
が
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
大
き
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
は

す
で
に
鮎
関
係
の
返
礼
品

も
出
品
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
は
生
の
鮎
を
冷
蔵
や

冷
凍
で
商
品
化
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
鮎
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

何
と
か
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

を
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期

に
は
鮎
を
食
べ
る
と
い
う

こ
と
を
、
幅
広
い
市
民
、

国
民
の
皆
さ
ん
に
習
慣
化

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
し
て
い
き
た

い
。

小
学
校
の
跡
地
活
用

現
状
と
今
後
の
展
望
、

計
画
は
ど
う
か
。

一
定
の
区
切
り
で
あ
る

10
年
を
迎
え
る
中
で
、
２

年
間
の
経
過
措
置
を
設
け

た
が
、
今
後
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
理
解
も
得
な

が
ら
、
広
く
ア
イ
デ
ア
を

提
案
い
た
だ
く
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
進
め
て

い
き
た
い
。
方
向
性
が
決

ま
っ
た
段
階
で
具
体
的
な

事
業
団
体
を
募
集
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
的
な
方
法
で

活
用
主
体
を
決
め
て
い
き

た
い
。・市有地の譲渡について

A
Q

その他の質問

美山川の鮎

情報不足で判断不能だが、このままでは不信に
新幹線延伸計画へ踏み込んだ態度表明を

北
陸
新
幹
線
小
浜
京
都

ル
ー
ト
に
つ
い
て
。
国
土

交
通
省
が
、
詳
細
駅
位

置
・
ル
ー
ト
図
を
発
表
し

た
。
事
業
費
は
当
初
予
算

か
ら
２
倍
以
上
の
最
大
５

兆
円
、
工
期
も
最
長
28
年

に
延
び
、
計
画
の
前
提
が

大
き
く
崩
れ
て
い
る
。
府

山
間
部
の
ト
ン
ネ
ル
縦

断
面
図
も
な
く
、
深
度
や

河
川
水
系
と
の
関
係
が
不

明
。
公
共
事
業
の
効
率
化

を
図
る
た
め
の
費
用
便
益

分
析
も
先
送
り
し
た
。
工

事
に
伴
う
里
山
の
景
観
破

壊
や
地
下
水
に
与
え
る
悪

影
響
へ
の
懸
念
が
根
強

く
、
環
境
影
響
評
価
な
ど

手
続
も
進
ん
で
い
な
い
。

松
井
京
都
市
長
は
、
現
時

点
で
は
極
め
て
慎
重
な
判

断
を
す
る
と
述
べ
た
。
西

田
昌
司
与
党
整
備
委
員
長

は
、
延
伸
の
目
的
は
東
海

道
新
幹
線
に
代
わ
っ
て
東

京
・
大
阪
ラ
イ
ン
を
つ
く

る
と
い
う
代
替
機
能
の
確

保
で
、
国
土
強
靱
化
と
い

う
国
策
だ
と
言
う
が
、
こ

れ
は
緊
急
時
の
支
援
や
物

資
輸
送
で
鍵
に
な
る
の
は

道
路
や
空
路
、
貨
物
列
車

が
走
る
在
来
線
で
あ
り
、

現
実
を
無
視
し
た
話
で
あ

る
。
踏
み
込
ん
だ
態
度
表

明
を
求
め
る
。

小
出
し
に
計
画
が
出
さ

れ
、
判
断
す
る
材
料
が
示

さ
れ
ず
、
答
え
よ
う
が
な

い
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に
協
力

し
た
が
、
そ
の
情
報
公
開

も
さ
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
不
安
が
不
信
に
つ
な

が
る
。

A
Q

新幹線予定コース周辺の風景

河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ
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死活問題で、担い手不足が懸念される
鳥獣被害についての認識は

ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い

て
、
捕
獲
お
り
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
る
。
他
の

動
物
も
入
る
こ
と
が
あ

り
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
も
ア
ラ

イ
グ
マ
同
様
の
被
害
が
出

て
お
り
、
捕
獲
対
象
と
し

て
被
害
軽
減
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

小
動
物
に
つ
い
て
以
前

か
ら
同
様
の
意
見
が
出
て

お
り
検
討
中
で
、
今
後
も

関
係
機
関
と
相
談
の
上
、

本
格
的
に
進
め
て
行
き
た

い
。ア

ラ
イ
グ
マ
等
の
捕
獲

に
報
奨
金
制
度
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
、

被
害
が
軽
減
さ
れ
て
い

る
。
本
市
も
報
奨
金
制
度

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

他
の
自
治
体
の
状
況
を

確
認
し
、
関
係
者
と
連
携

し
検
討
し
て
い
く
課
題
と

考
え
る
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の

導
入
を

児
童
生
徒
が
平
日
に
校

外
で
自
主
活
動
を
通
し
家

庭
や
地
域
で
体
験
や
探
究

の
学
び
が
で
き
る
よ
う
制

度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
需
要
と
し
て

は
な
い
の
で
考
え
て
い
な

い
。
今
後
は
先
進
的
な
取

り
組
み
を
注
視
し
て
い

く
。こ

の
制
度
は
観
光
需
要

を
高
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
が
見
込
ま
れ
る
が
。

観
光
に
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
考
え
る
。

A
Q

その他の質問

アライグマ用の捕獲おり

次年度以降については、勤務拡大で調整していく
上田医師が隔週で勤務されるが、今後の展望は

上
田
医
師
が
９
月
か
ら

隔
週
勤
務
で
働
い
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
今
後
の
南
丹
み
や
ま

診
療
所
の
医
師
体
制
の
展

望
は
。

次
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、
勤
務
拡
大
も
調
整
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
医
師
の
皆
さ

ん
と
連
携
・
協
議
し
な
が

ら
、
今
後
の
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。

企
業
用
地
確
保
に
地
域
未

来
投
資
促
進
法
の
活
用
を

会
派
活
緑
ク
ラ
ブ
の
議

員
で
経
済
産
業
省
へ
行

き
、
本
市
で
地
域
未
来
投

資
促
進
法
が
活
用
で
き
る

こ
と
を
教
授
い
た
だ
い

た
。
後
日
、
担
当
者
か
ら

連
絡
が
あ
り
、
本
市
の
水

資
源
の
豊
か
さ
や
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
便

性
、
食
品
関
連
企
業
の
企

業
立
地
、
ま
た
地
域
企
業

や
農
業
と
の
連
携
な
ど
、

す
で
に
あ
る
地
域
資
源
や

連
携
の
基
盤
を
生
か
し
な

が
ら
、
今
後
の
産
業
育

成
、
産
業
立
地
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
な
こ
と
と
考
え
、
今
後

の
産
業
施
策
に
お
い
て
経

済
産
業
省
の
地
域
未
来
投

資
促
進
法
を
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
見
解
は
。

一
定
の
要
件
が
整
い
次

第
、
行
政
的
な
手
続
き
を

ア
タ
ッ
ク
し
て
い
き
た

い
。

・福祉医療費等の今後の方針
　について
・公益財団法人 八木町農業
　公社の今後について
・JR八木駅東口周辺整備に
　ついて

A
Q

地域医療の継続に向けて新たな医師
が南丹みやま診療所に赴任しました市役所地内にある園部町土地改良区事務所

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

監督は府　総会で承認されているものである
園部町土地改良区の農家負担金軽減へ指導を

美
山
・
日
吉
に
は
土
地

改
良
区
は
存
在
し
な
い

が
、
土
地
改
良
事
業
は
施

工
さ
れ
事
業
も
行
わ
れ
て

い
る
。
園
部
町
土
地
改
良

区
は
10
㌃
当
た
り
６
０
０

円
、
毎
年
４
５
０
万
円
余

の
賦
課
金
を
徴
収
し
て
お

り
農
家
の
方
か
ら
は
、

「
何
と
か
な
ら
な
い
も
の

か
」
と
い
う
相
談
が
来
て

い
る
。
４
年
度
決
算
で
４

８
６
万
円
の
余
剰
金
が
出

て
お
り
、
６
年
度
の
事
業

費
予
算
額
は
５
１
８
万

円
、
積
立
金
は
８
千
万
円

を
超
え
て
い
る
。
農
家
賦

課
金
を
取
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
合
理
的
理
由

は
見
当
た
ら
な
い
。
農
家

負
担
軽
減
へ
市
長
の
適
切

な
指
導
を
求
め
た
い
。

こ
の
団
体
は
、
知
事
の

認
可
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

て
お
り
指
導
や
監
督
は
府

が
行
っ
て
い
る
。
賦
課
金

は
、
土
地
改
良
区
総
会
で

承
認
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
市
が
一
定
の
命
令
的

な
指
導
を
行
わ
な
い
。

事
務
所
で
の
自
民
党
参
議

院
議
員
の
ポ
ス
タ
ー
貼
付

市
役
所
敷
地
内
に
あ
る

事
務
所
で
、
自
民
党
参
議

院
議
員
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
。
根
絶
を

求
め
る
。

室
内
の
み
で
あ
る
が
掲

示
さ
れ
て
い
た
経
過
が
あ

る
よ
う
だ
。
現
在
は
確
認

で
き
な
い
し
、
今
後
予
定

も
な
い
と
確
認
し
て
い

る
。

A
Q

美山地域の文化活動拠点の方策を考えている
美山文化ホール、代替施設が必要ではないか

美
山
文
化
ホ
ー
ル

（
ホ
ー
ル
棟
）
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
新
聞
報
道

も
あ
っ
た
。
設
備
の
故
障

等
が
あ
り
、
使
用
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
代
替
施
設

が
必
要
と
考
え
る
が
。

ホ
ー
ル
棟
に
つ
い
て
は

不
具
合
が
重
な
っ
て
お
り

維
持
管
理
の
継
続
は
難
し

い
。
美
山
地
域
の
文
化
活

動
拠
点
と
し
て
の
代
替
施

設
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
を
受
け
て
の
対
策
を

８
月
８
日
に
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生
し
て
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

が
出
さ
れ
た
が
、
本
市
の

取
り
組
み
は
。

直
ち
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ

イ
ン
を
通
じ
て
注
意
喚
起

し
た
。

７
月
15
日
の
局
地
的
な

大
雨
に
よ
り
床
下
浸
水
が

発
生
、
一
時
避
難
所
に
住

民
が
避
難
さ
れ
た
。
高
齢

者
が
避
難
さ
れ
る
に
あ
た

り
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
一
時
避
難
所
の

整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

公
民
館
を
一
時
避
難
所

と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
き

に
最
小
限
の
改
修
が
必
要

な
場
合
は
、
本
市
の
自
治

振
興
補
助
制
度
を
利
用
し

て
改
修
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
備
品
関
係
に
つ
い

て
も
補
助
制
度
を
活
用
願

い
た
い
。・財政健全化プランについて

A
Q

その他の質問

美山文化ホール（ホール棟）

・園部町栄町に誘致する子ども
　園への財政負担
・誘致する子ども園の立地条件
　はどうか
・園部の公立保育の存続・充実
　を求める
・熱中症から命を守る対策の予
　算化を要望する

その他の質問

八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党議員団

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党
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府と十分協議しながら対応する
国道 477 号の市への移管についての考えは

国
道
４
７
７
号
バ
イ
パ

ス
は
平
成
14
年
度
か
ら
府

に
お
い
て
取
り
組
み
を
い

た
だ
き
、
４
年
度
に
工
事

が
完
成
し
、
全
線
供
用
開

始
と
と
も
に
、
現
国
道
４

７
７
号
を
市
へ
移
管
す
る

べ
く
府
に
お
い
て
補
修
工

事
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
府
と
市
と

の
協
議
も
進
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
く
が
、
国
道
９
号

か
ら
青
戸
地
内
ま
で
の
国

道
４
７
７
号
の
市
へ
の
移

管
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

は
。国

道
４
７
７
号
バ
イ
パ

ス
は
、
約
35
億
円
の
非
常

に
大
き
な
事
業
費
を
費
や

し
、
４
年
度
に
全
線
供
用

開
始
さ
れ
た
。
バ
イ
パ
ス

工
事
完
成
後
の
現
道
の
移

管
に
つ
い
て
は
、
旧
八
木

町
時
代
か
ら
協
議
が
さ
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
、
移

管
に
向
け
た
整
備
条
件
な

ど
に
つ
い
て
府
と
協
議
を

進
め
る
。
と
り
わ
け
大
堰

橋
に
つ
い
て
は
、
昭
和
10

年
に
完
成
し
、
ゲ
ル
バ
ー

式
の
デ
ザ
イ
ン
や
設
計
的

に
も
優
れ
た
橋
で
あ
る

が
、
非
常
に
老
朽
化
し
、

度
々
、
塗
装
等
の
や
り
替

え
な
ど
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
維
持
管
理
が
大
変

な
橋
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
橋
の
扱
い

も
含
め
て
府
と
十
分
協
議

し
、
お
互
い
が
納
得
で
き

る
よ
う
、
今
後
の
対
応
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

A
Q

補修工事が進む大堰橋

選択枝として市で一旦直すことにするか詰める
壊れた駅広場のベンチなぜできない早期の復旧

園
部
駅
東
口
タ
ク
シ
ー

乗
場
の
ベ
ン
チ
等
が
壊
れ

た
ま
ま
で
、
復
旧
も
さ
れ

ず
８
カ
月
に
な
る
が
。

１
月
に
車
が
突
っ
込
み

壊
さ
れ
た
。
原
因
者
に
内

容
証
明
郵
便
も
出
す
な
ど

し
て
早
期
復
旧
を
再
三
求

め
て
い
る
が
、
言
い
逃
れ

が
続
い
て
い
る
状
況
。

壊
れ
た
状
態
を
い
つ
ま

で
も
放
置
す
べ
き
で
な
い
。

早
急
に
復
旧
す
べ
き
で
は
。

市
民
か
ら
は
市
の
怠
慢

と
思
わ
れ
て
お
り
、
非
常

に
残
念
な
状
況
。
辛
抱
に

も
限
界
が
あ
る
の
で
、
期

限
を
設
け
、
復
旧
を
求
め

る
。
復
旧
さ
れ
な
い
場
合
、

相
手
方
に
損
害
賠
償
請
求

を
起
こ
す
か
最
終
的
に
判

断
し
た
い
。
市
が
復
旧
し

て
、
そ
の
費
用
を
請
求
し

た
場
合
、
す
べ
て
回
収
で

き
る
保
証
は
な
い
。
裁
判

を
起
こ
す
と
な
る
と
、
弁

護
士
費
用
は
市
の
負
担
と

な
る
。
何
と
か
最
後
の
通

告
で
、
原
因
者
が
動
い
て

も
ら
う
こ
と
を
待
つ
の
み
。

利
用
者
の
不
便
は
当
然
、

景
観
上
も
こ
れ
以
上
放
置

は
許
さ
れ
な
い
。一
旦
、市

が
施
工
し
て
、そ
の
費
用

ほ
か
損
害
を
原
因
者
に
請

求
す
る
。取
り
あ
え
ず
一

日
も
早
く
復
旧
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
。

市
で
一
旦
直
す
こ
と
も

選
択
肢
で
あ
る
が
、
弁
護

士
と
も
協
議
し
、
最
終
的

に
詰
め
て
い
き
た
い
。

・JRの運行本数の回復に向
　けた取り組みについて
・園部駅の休憩等の場所・環
　境の整備について

A
Q

その他の質問

・南丹市財政健全化プランに
　ついて

その他の質問

壊されてそのままになっているベンチ
早急の復旧が求められる一時避難所となる胡麻基幹集落センター

各組織との連携を強化し避難誘導を行っていく
災害時の避難困難者への避難対策は

先
般
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震

注
意
）
が
発
令
さ
れ
た

が
、
本
市
の
対
応
及
び
課

題
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
す
れ
ば
、
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
被
害
が

予
想
さ
れ
る
。
万
が
一
に

備
え
て
備
蓄
関
係
の
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
市
民

に
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

今
後
も
災
害
に
対
す
る
備

え
の
発
信
が
大
事
と
考
え

る
。大

き
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
速
や
か
な
非
難

が
必
要
で
あ
る
。
高
齢
者

等
の
避
難
困
難
者
へ
の
対

策
は
。

避
難
困
難
者
へ
の
対
応

は
、
防
災
計
画
の
中
で
も

定
め
て
い
る
。
府
と
連
携

し
、
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
迅
速
に
自
治
会
・

消
防
団
・
自
主
防
災
組

織
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
避
難
行
動
要

支
援
者
の
安
否
確
認
、
避

難
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。

避
難
所
施
設
の
計
画
的

な
修
繕
計
画
の
取
り
組
み

は
。災

害
時
に
市
民
の
生
活

を
守
る
た
め
に
は
、
各
避

難
所
を
維
持
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
耐
震
化
等
の

大
き
な
課
題
が
あ
る
避
難

所
は
見
直
し
等
の
取
り
組

み
も
考
え
て
い
る
。

A
Q

ハードルが高く現行法律の中で柔軟に対応する
土地利用の柔軟性を図る積極的な規制緩和を

６
月
議
会
の
樋
口
議
員

の
質
問
で
、
本
市
の
本
質

的
な
課
題
は
「
土
地
の
規

制
が
非
常
に
多
く
、
思
う

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
な
い
。
土
地
利
用
の
柔

軟
性
が
課
題
」
と
答
弁
さ

れ
て
い
る
。
課
題
が
明
確

で
あ
れ
ば
解
決
す
べ
き
で

あ
り
具
体
的
な
解
決
策
は
。

本
市
の
土
地
利
用
の
規

制
は
都
市
計
画
法
、
農
地

法
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

線
引
き
を
廃
止
す
れ
ば
土

地
利
用
の
柔
軟
性
が
一
気

に
進
む
こ
と
よ
り
、
西
脇

知
事
に
提
案
し
た
が
法
律

改
正
が
必
要
で
あ
り
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
現
行
法

律
の
中
で
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

土
地
利
用
の
柔
軟
性
に

つ
な
が
る
市
街
化
調
整
区

域
内
で
の
地
区
計
画
の
策

定
は
５
年
度
中
の
予
定
で

あ
っ
た
が
。

大
変
遅
れ
て
い
る
。
府

へ
の
最
終
の
書
類
提
出
間

際
で
追
加
の
指
摘
が
入
り
、

や
り
直
し
に
な
っ
た
。
７

年
３
月
告
示
、
７
月
に
上

程
を
予
定
し
て
い
る
。

計
画
策
定
完
了
ま
で
５

年
間
も
要
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。亀
岡
市

は
同
様
の
事
業
を
約
１
年

間
で
完
了
し
て
い
る
。コ
ン

サ
ル
も
入
っ
て
い
る
中
で

本
気
度
が
無
い
の
で
は
。

府
の
対
応
に
不
信
感
が

あ
る
。
善
処
を
求
め
る
。

A
Q

地区計画が待たれる八木町室橋地区

・市職員の職場環境について
・交通弱者等への移動支援に
　ついて

その他の質問

村　好
よしたか

高  議員新誠会
にしむら

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ

村
むらやま

山　好
よしあき

明  議員活緑クラブ
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今後も行っていく予定である
猫に優しいまちづくりは今も目指しているのか

猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術

補
助
事
業
に
対
し
、
市
民

は
ど
の
程
度
理
解
し
て
い

る
と
考
え
る
か
。

人
と
猫
が
共
生
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
の
下
に
、
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

の
で
、
十
分
な
理
解
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
前
提
だ
。

一
定
の
皆
さ
ん
方
に
は
理

解
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

さ
ら
に
周
知
徹
底
、
広
報

な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
だ
道
の
り
は
長

い
が
、
少
し
ず
つ
浸
透
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。こ

の
事
業
は
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

「
に
ゃ
ん
た
ん
市
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
飼
い
主
の
い

な
い
猫
の
増
加
を
防
止
し

た
り
、
不
幸
な
猫
を
減
ら

す
た
め
に
、
５
年
７
月
に

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
の
補

助
制
度
を
創
立
し
た
が
、

昨
年
度
は
92
件
の
申
請
が

あ
り
、
本
年
度
も
８
月
末

の
時
点
で
、
１
０
５
件
と

い
う
申
請
が
あ
っ
た
。
こ

の
事
業
に
関
し
て
は
申
請

の
件
数
は
増
え
て
お
り
、

事
務
手
続
に
多
く
の
書
類

と
時
間
を
要
し
て
い
る

が
、
野
良
猫
を
増
や
さ

ず
、
良
好
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
当

面
実
施
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

A
Q

保護した子猫

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

市の有害鳥獣捕獲許可権限にクマはない

先のイベントで将来に向かって可能性が見えた

クマの出没が多い早期の駆除など対応を

JR園部駅周辺の有効活用について

今
年
は
早
い
時
期
か
ら

ク
マ
の
出
没
情
報
が
多

い
。
環
境
省
は
４
月
に
ク

マ
を
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
同

様
の
指
定
管
理
鳥
獣
に
指

定
し
た
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
の
よ
う
に
市
に
お
い
て

許
可
で
き
る
よ
う
要
望
す

べ
き
。

全
国
的
に
出
没
が
多
く

人
的
被
害
も
出
て
い
る
。

国
や
府
に
し
っ
か
り
要
望

し
て
い
く
。

南
丹
み
や
ま
診
療
所
の
医

師
確
保
を 

９
月
か
ら
上
田
医
師
が

隔
週
で
夜
間
診
療
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
藤
岡
医
師
に
は
五
ヶ

荘
診
療
所
と
の
兼
務
で
ご

Ｊ
Ｒ
園
部
駅
は
通
勤
や

通
学
の
要
所
と
し
て
多
く

の
人
々
が
行
き
来
す
る
場

所
で
あ
る
が
、
過
去
か
ら

現
在
に
わ
た
り
、
有
効
に

生
か
せ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
こ
れ
は
長
期
に
わ

た
る
多
大
な
機
会
損
失
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
駅
周

辺
の
発
展
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
解
決
す

べ
き
課
題
と
今
後
の
展
望

は
。駅

が
十
分
に
生
か
せ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。Ｊ

Ｒ
園
部
駅
周
辺
の
用

途
地
域
が
工
業
系
地
域
で

あ
る
こ
と
は
、
南
丹
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

負
担
を
お
か
け
し
て
い

る
。
次
年
度
以
降
の
安
定

的
な
医
師
確
保
が
重
要
。 

上
田
医
師
に
つ
い
て

は
、
美
山
の
安
定
的
な
医

療
を
築
い
て
い
く
た
め
に

も
お
願
い
を
し
て
い
く
。

北
陸
新
幹
線
延
伸

小
浜
ル
ー
ト
は
美
山
町

を
通
過
す
る
。
地
下
水
の

枯
渇
や
残
土
問
題
な
ど
課

題
は
多
い
。
京
都
市
長
は

慎
重
姿
勢
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
が
市
長
は
ど
う
か
。

府
や
京
都
市
と
連
携
し

て
い
き
た
い
が
、
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。

と
の
間
に
齟そ

ご齬
が
あ
る
と

考
え
る
。
用
途
地
域
の
指

定
は
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
定
め
る
舵
で
あ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

用
途
地
域
の
指
定
に
つ

い
て
は
固
定
的
な
も
の
と

は
考
え
て
い
な
い
。
情
勢

が
変
わ
れ
ば
変
化
が
あ
る

こ
と
は
考
え
て
い
け
る
。

・地域の特色を活かす学習事
　業について

A

A

Q

Q

その他の質問

現行の健康保険証は来年の7月までは有効
健康保険証がマイナ保険証にかわるのか

現
行
の
健
康
保
険
証
の

発
行
が
本
年
12
月
２
日
に

終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な

る
。
広
報
等
に
よ
る
住
民

へ
の
正
し
い
情
報
発
信
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

市
民
課
で
担
当
す
る
国

民
健
康
保
険
証
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
、
一
斉
更
新
に
よ

り
、
１
年
証
を
年
１
回
発

行
し
て
い
た
。
今
年
の
12

月
か
ら
は
現
行
の
も
の
は

発
行
さ
れ
な
く
な
る
が
、

今
お
持
ち
の
保
険
証
は
来

年
の
７
月
ま
で
は
有
効
で

あ
る
。
12
月
２
日
以
降
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
、
発
行
済

み
保
険
証
の
期
限
が
切
れ

る
来
年
の
７
月
31
日
ま
で

に
保
険
証
の
か
わ
り
と
な

る
「
資
格
確
認
書
」
を
交

付
す
る
。
決
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
引
き
続
き

必
要
な
医
療
は
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
マ
イ
ナ
保

険
証
に
つ
い
て
は
、
本
市

と
し
て
も
普
及
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
マ

イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
登
録
方
法
や

カ
ー
ド
の
利
便
性
を
被
保

険
者
に
周
知
す
る
た
め
の

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
保
険

証
の
一
斉
更
新
時
に
同
封

す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

・女性防災担当職員および女
　性・子ども・高齢者の備蓄
　用品について

A
Q

・全国都市緑化フェアについ
　て
・駅またはその周辺で電車を
　待つための施設について

その他の質問

健康保険証の機能が付与されるマイナンバーカード（見本）

府所有のクマ専用捕獲おり

JR園部駅西口広場

平
ひ ら た

田　聖
せ い じ

治  議員公明党

小
こ

中
なか

　　昭
あきら

  議員つなぐ

その他の質問

若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ
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民間誘致・基本理念を軸に施設活用をめざす
期限を迎える指定管理施設の今後の方向性は

指
定
管
理
施
設
は
、
今

ま
で
地
元
振
興
会
が
拠
点

と
し
て
活
動
さ
れ
、
地
域

振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
地
域
振

興
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

結
果
に
な
ら
な
い
か
。

旧
小
学
校
施
設
を
利
用

し
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に

も
大
き
な
施
設
は
、
老
朽

化
も
進
み
、
市
と
し
て
管

理
し
て
い
く
の
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
地

域
活
動
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
今
ま
で
積
み
上
げ
て

い
た
だ
い
た
地
域
の
活
性

化
や
活
動
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
ほ
し
い
。

こ
の
件
を
き
っ
か
け
に

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
団
体

の
活
動
拠
点
が
な
く
な
る

事
態
に
な
ら
な
い
か
。

他
市
を
見
る
と
一
旦
閉

め
て
今
後
を
考
え
る
事
例

が
あ
り
、
一
日
も
空
け
ず

に
次
の
段
階
へ
の
移
行
は

考
え
に
く
い
。
現
状
規
模

と
同
じ
こ
と
は
恐
ら
く
で

き
な
い
と
は
思
う
が
、
今

後
も
地
元
と
協
議
を
続
け

て
い
く
。
一
つ
の
解
決
案

と
し
て
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
を
行
う
際
に
、
施

設
の
一
部
地
域
利
用
を
許

容
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

地
域
貢
献
活
動
に
理
解
の

あ
る
民
間
企
業
に
来
て
い

た
だ
き
、
共
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
の
が
理
想
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

A
Q

指定管理期限を迎える地域
振興団体が管理する施設

８
月
６
日　
所
管
事
務
調
査
を

実
施最

初
に
総
務
課
か
ら
小
学
校

跡
施
設
利
活
用
の
方
向
性
と
７

年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
全

体
的
な
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

指
定
管
理
施
設
に
な
っ
て
い
る

小
学
校
跡
施
設
の
西
本
梅
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
吉
富
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
新
庄
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。
現
在
、
お
お

む
ね
10
年
が
経
過
す
る
こ
と
か

ら
、
市
よ
り
７
年
度
以
降
の
対

応
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針

（
施
設
譲
渡
・
一
部
譲
渡
・
市

に
返
却
）
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
小
学
校
跡
施
設
の

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
を
さ
れ
て
い
る
振
興

会
、
運
営
委
員
会
で
は
ど
の
よ

委
員
会
活
動
報
告

７
月
17
日　
所
管
事
務
調
査
を

実
施は

じ
め
に
、園
部
学
校
給
食

共
同
調
理
場
と
八
木
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
作
業
状
況
を
視

察
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
施
設
で
は
、
出
勤
時
に
職

員
の
体
調
確
認
を
実
施
し
、
食

品
衛
生
に
関
し
て
も
徹
底
し
た

管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
安
全

な
給
食
を
届
け
る
た
め
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

３
月
末
に
場
所
を
移
転
し
て

開
設
さ
れ
た
八
木
せ
き
れ
い
西

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
視

察
し
ま
し
た
。
２
階
建
て
の
室

内
の
一
部
に
は
、
府
内
産
の
木

材
を
使
用
す
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
快
適
に
勉
強
や
自
由
時

間
を
過
ご
せ
る
部
屋
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
安
心
安
全
な
施
設

で
し
た
。

船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
で

は
、
業
務
に
関
し
て
説
明
を
受

け
た
後
、
各
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。
京
都
中
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
）
で

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状

態
で
あ
り
、
今
後
の
施
設
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

積
替
え
保
管
施
設
と
新
火
葬
場

建
設
予
定
地
を
視
察
し
、
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

吉富地域活性化センターでの調査状況

老朽化が進んでいる京都中部クリーンセンター

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

総
務 

常
任
委
員
会

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
、
現

時
点
で
の
率
直
な
思
い
を
伺
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
多
く
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
委

員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

が
で
き
る
の
か
、
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
小
学
校
跡
施
設

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
調
査

を
行
い
ま
す
。

・規制解除について
・解除箇所のフォローについ
　て

その他の質問

下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ

◆有害鳥獣被害対策の法令整備を求める意見書（国に提出）
〈要望事項〉
１　野生鳥獣等による農林業被害を防止するとともに市民の安心安全な生活を守るため、鳥獣被害防止対策の一層の拡充を

　図るとともに、地方自治体が行う地域の実情に応じた鳥獣害防止施策に対する財政支援を充実すること。
２　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第38条における銃猟の禁止事項について、クマ等の出没時等、生   
　 命と財産に危険を及ぼす場合等においては、知事もしくは市町村長の判断によることに法律改正すること。
３　クマ出没時における、警察官職務執行法第4条第1項（避難等の措置）、もしくは刑法第37条第1項（緊急避難）の適用
　 を、住宅街や集落に出没した時点で駆除が実施できるよう法整備すること。
４　罠猟における狩猟免許を対象動物ごとに見直し、小動物対象の免許を新設すること。

◆有害鳥獣被害対策の強化を求める意見書（府に提出）
〈要望事項〉
１　野生鳥獣等による農林業被害を防止するとともに市民の安心安全な生活を守るため、鳥獣被害防止対策の一層の拡充を
　 図るとともに、本市が行う地域の実情に応じた鳥獣害防止施策に対する財政支援を充実すること。
２　銃器による有害鳥獣捕獲許可にツキノワグマを加えること。
３　ツキノワグマ等が住宅街に出没した場合における警察官職務執行法第4条第1項（避難等の措置）を適用した対応につい
　 て、迅速、柔軟な対応ができるよう、関係機関との連携強化を図ること。
４　第13次鳥獣保護管理事業計画における、銃器による捕獲期間を定めることなく、市町村の現状にあわせた柔軟な対応と 

　すること。

国が行うべき施策や事業について、南丹市議会としての意思を意見とし
てまとめた文書で、関係省庁や国会等に提出することができます。意見書
は、市民の皆さんからの要請や議員の提案に基づき検討し、南丹市議会と
して調整ができたものを提出しています。とは？

意見書
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７
月
24
日　
福
岡
県
朝
倉
市

議
会
運
営
委
員
会
の
行
政
視
察

を
受
け
ま
し
た
。

「
出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空

議
会
」
に
つ
い
て
質
疑
・
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
が

外
に
出
て
い
く
こ
と
に
関
し

て
、
皆
さ
ん
興
味
を
持
た
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
や
意

見
を
聴
い
た
後
の
対
応
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
、
内
容
に
よ

り
分
類
し
、
各
常
任
員
会
に
そ

の
対
応
は
任
せ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
議
会
報
告
会
や
議

員
間
討
議
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
気
づ
き
を
得
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。

広
報
広
聴 

委
員
会

人

事

案

件
（
敬
称
略
）

議
案
番
号
順

■
自
治
功
労
者小こ

ば
や
し林　
全ぜ
ん
こ
う弘
（
園
部
町
）

林は
や
し　

　
昭あ

き
お男
（
美
山
町
）

梅う
め
づ津　
義よ
し
あ
き明
（
美
山
町
）

議会活性化対策特別委員会を設置しました

陳　
　
情　
　
書

議会の改革及び活性化に関する調査をはじめ、これからの南丹市議会のあり方について調査するた
め特別委員会を設置しました。

設置の目的
■議会の改革及び活性化に関する調査
■議員定数、議員報酬に関する調査
■通年議会に関する調査
■議会選出の監査委員に関する調査
■議会基本条例の検証

委　　　員
委 員 長／ 村好高
副委員長／小中　昭
委　　員／堤　博明　河野啓介　木戸德吉　下間康広　塩貝孝之　谷尻宣雄

８
月
20
日
、
「
第
２
回

な
ん
た
ん
未
来
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
16
歳
（
高
校
１
年

生
）
～
22
歳
の
市
内
在
住

者
及
び
通
勤
通
学
者
を
対

象
に
、
昨
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
や
未
来
像
に

つ
い
て
若
い
世
代
の
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
議
論
を
深

め
ま
し
た
。

８
月
24
日
は
、
胡
麻
の

夏
ま
つ
り
で
「
第
５
回
出

前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
場
者
の
皆
さ
ま
と
多
様

な
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

８
月
22
日
は
、
市
議
会

も
参
加
し
て
、
市
内
小
中

学
生
の
各
校
代
表
に
よ
る

「
市
長
と
語
ろ
う
私
た
ち

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
の
課
題
や
魅
力
に
つ

い
て
活
発
な
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
２
回

な
ん
た
ん

未
来
会
議

市
長
と
語
ろ

う
私
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り

出
前
で

お
し
ゃ
べ
り

青
空
議
会

次
の
陳
情
を
受
理
し
ま
し
た
。

■
ケ
ア
労
働
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ
と
人
員
確
保
の
保
障
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
陳
情

京
都
医
療
介
護
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長　

勝
野　
由
起
恵

■
母
（
王
乖
彦
）
が
中
国
で
不
法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関
す
る
陳
情

張　
一
文　
　

■
人
権
擁
護
委
員

九く
ざ
さ笹　
智と
も
つ
ぐ資
（
美
山
町
）
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気
象
災
害
に
は
日
常
的
な
備
え
が

必
要
で
あ
り
、
自
治
体
と
し
て
も
的

確
な
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
し
い
防
災
計
画
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
目
を
通
し
、
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

異
常
気
象
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る

地
球
温
暖
化
へ
も
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
世
代
へ
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
な

い
で
い
く
た
め
に
も
、
我
々
に
で
き

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た

い
も
の
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｋ
）

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回 1 2 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土
11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30

本会議
（開会）

1 2 3 4 5 6 7

本会議 本会議 本会議
（一般質問） （一般質問） （一般質問）

8 9 10 11 12 13 14

常 任 委 員 会

15 16 17 18 19 20 21

本会議
（閉会）

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1/1 1/2 1/3 1/4

※11月26日（火）午後5時までに提出された請願・陳情等は、12月定
例会で取り扱われます。会議時間はいずれも午前10時からの予定
です。この日程については予定であり、予告なく変更となる場合が
あります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継しています。

お問合せ先／南丹市議会事務局　0771-68-0059

●内容／Ⅰ議会報告　5年度決算の審査概要報告
　　　　Ⅱ意見交換　グループに分かれ市政や議会について皆さまのご意見をお聴きします。

●日時／11月16日（土）
午後1時から3時まで

殿田とーくほーる
午後6時から8時まで

美山文化ホール

　　　　11月17日（日）
午後1時から3時まで

南丹市役所本庁3号庁舎
午後6時から8時まで

八木市民センター
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広 報 広 聴 委 員 会

議 会 報 告 会 を 開 催 し ま す

南丹市政への
ご意見箱

編

集

後

記
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